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は
じ
め
に

一
朝
、
志
を
得
て
鯨
鼈
に
跨
る
。

想
見
す
、
当
年
、
意
気
豪
な
る
を
。

瀞
篇
を
読
み
罷
へ
て
深
く
感
有
り
。

才
華
紙
に
満
ち
、
風
濤
を
捲
き
あ
ぐ
。

岡
田
篁
所
と
清
永
の
日
中
医
学
交
流
史
料

〔
要
扁
〕
災
崎
の
咲
家
・
岡
川
筑
所
は
一
八
七
二
年
二
川
か
ら
川
月
ま
で
上
海
と
蘇
州
の
各
地
を
旅
行
し
、
そ
の
旅
行

一
」
穀
」

記
録
に
鵲
づ
き
『
枢
呉
日
記
』
を
帰
楜
後
に
著
し
た
。
本
書
は
彼
が
見
聞
し
た
淌
末
中
岡
恢
薬
界
の
情
況
を
如
実
か
つ

祥
観
的
に
要
約
し
て
お
り
、
中
国
朕
学
史
と
、
中
交
流
史
の
研
究
に
価
仙
あ
る
史
料
を
提
供
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
岡
川
篁
所
、
泥
呉
日
記
、
明
治
初
、
清
末
、
日
中
医
学
交
流
史

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
一
巻
第
一
号
平
成
十
七
年
一
月
十
三
日
受
付

平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
七
年
二
〃
九
日
受
理
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岡
田
篁
所
は
肥
前
長
崎
の
人
で
、
名
は
穆
。
字
を
清
風
、
通
称
を
良
之
進
、
後
に
恒
庵
と
い
い
、
篁
所
ま
た
大
可
山
人
と
号
し
た
。
竹
を

愛
し
、
屋
を
修
行
吾
蔵
ま
た
小
緑
天
と
称
し
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
に
長
崎
西
築
町
の
医
家
・
岡
田
道
玄
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。

天
保
六
年
十
六
歳
の
と
き
、
彦
根
藩
士
の
宇
津
木
静
区
が
長
崎
に
来
瀞
の
際
に
就
い
て
学
ぶ
。
十
七
歳
で
大
坂
に
て
正
式
に
静
区
に
入
門
、

静
区
の
死
（
一
八
三
七
）
に
際
し
「
宇
津
木
静
区
先
生
伝
」
を
著
し
、
後
も
恩
師
と
し
た
。
二
十
四
歳
で
江
戸
に
赴
き
、
多
紀
元
堅
に
医
を

（
芦
靱
）

学
ぶ
。
の
ち
長
崎
に
て
医
業
を
続
け
、
儒
者
の
野
田
笛
浦
に
も
学
ぶ
。
彼
は
典
籍
に
博
通
し
、
傍
ら
詩
文
や
書
画
に
及
ん
で
文
才
を
発
揮
し

た
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
二
月
十
九
日
に
逝
去
、
享
年
は
八
十
四
だ
っ
た
。

（
先
生
は
に
わ
か
に
望
み
が
叶
っ
て
大
船
に
乗
っ
て
海
外
に
渡
航
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
先
生
の
当
時
の
気
迫
が
推
し
雌
ら
れ
る
。
私
は
本
書
を

読
み
終
え
、
深
く
心
を
動
か
さ
れ
た
。
先
生
の
才
知
が
紙
面
に
大
波
を
巻
き
上
げ
る
如
く
に
横
溢
し
て
い
る
）

当
漢
詩
は
明
治
期
漢
方
を
代
表
す
る
栗
園
浅
田
宗
伯
二
八
一
五
～
九
四
）
が
岡
田
篁
所
の
『
渥
呉
日
記
」
に
寄
せ
た
詩
、
「
読
渥
呉
日
記

（
１
）

呈
篁
所
先
生
（
厄
呉
Ⅲ
記
を
読
み
て
、
篁
所
先
生
に
呈
す
）
」
で
あ
る
。

さ
て
明
渭
代
の
中
国
に
来
訪
し
た
外
国
人
の
見
聞
録
は
、
少
な
か
ら
ず
現
存
す
る
。
中
に
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
著
述
の
ご
と
く
、
中
国

社
会
に
身
を
置
き
な
が
ら
も
部
外
者
の
視
点
か
ら
中
国
社
会
の
諸
相
を
如
実
に
描
写
し
た
記
録
も
あ
り
、
中
国
史
研
究
へ
の
価
値
が
高
い
・

本
稿
で
は
そ
う
し
た
見
聞
録
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
長
崎
の
医
家
・
岡
川
篁
所
の
「
泥
呉
日
記
」
全
二
巻
を
史

料
と
し
、
日
本
と
中
国
の
医
学
史
研
究
へ
の
価
値
を
検
討
し
て
み
た
い
。

な
お
本
稿
で
は
訓
読
で
理
解
可
能
な
漢
文
を
適
宜
訓
読
し
、
訓
読
の
み
で
理
解
が
難
し
い
漢
文
は
現
代
語
訳
し
、
い
ず
れ
に
も
原
文
と
所

在
の
巻
葉
次
を
下
三
七
ウ
（
下
巻
三
七
葉
ウ
ラ
）
の
よ
う
に
注
記
し
た
。
ま
た
原
文
の
漢
字
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
内
の
常
用
・
人
名
用
漢
字
の

略
字
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
ら
に
改
め
、
な
い
場
合
は
原
字
の
ま
ま
と
し
た
。

一
岡
田
篁
所
と
「
渥
呉
日
記
」
お
よ
び
旅
行
目
的
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さ
て
篁
所
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
二
月
十
三
日
に
出
航
し
、
同
年
四
月
十
三
日
に
長
崎
に
帰
港
し
た
。
こ
の
二
カ
月
間
に
中
国
江

南
の
上
海
・
蘇
州
一
帯
を
旅
行
し
た
の
で
あ
る
。
同
行
者
は
松
浦
永
寿
と
、
蘇
州
人
の
湯
苗
梅
だ
っ
た
。
篁
所
は
中
国
語
を
話
せ
な
い
。
し

か
し
旅
行
し
た
各
地
で
は
漢
文
で
筆
談
し
、
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
た
。
彼
は
帰
国
後
に
全
筆
談
文
を
整
理
し
、
上
海
の
古
名
「
渥
」
と

蘇
州
の
古
名
「
呉
」
か
ら
「
渥
呉
日
記
」
と
題
し
た
の
で
あ
る
。

当
害
は
完
成
後
す
ぐ
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
情
を
篁
所
の
子
・
岡
田
景
は
書
末
に
こ
う
記
す
。
「
家
君
、
嘗
て
此
の
著
あ
り
て

筐
底
に
蔵
す
る
こ
と
久
し
く
、
未
だ
敢
え
て
人
に
示
さ
ず
。
織
者
三
渓
菊
池
翁
の
我
が
崎
港
に
瀞
ぶ
や
、
一
見
し
て
佳
著
と
以
為
ら
く
、
細

（
６
）

か
に
評
点
を
下
し
、
上
梓
を
懲
悪
す
」
、
と
。
篁
所
の
友
人
・
菊
池
純
も
長
崎
旅
行
の
際
に
「
偶
見
示
此
巻
」
さ
れ
、
全
書
を
通
覧
し
た
。

彼
も
篁
所
の
文
言
に
迫
真
を
感
じ
て
批
評
を
加
え
、
上
梓
し
て
本
吉
が
日
本
の
詩
林
に
伝
わ
る
よ
う
促
し
た
。

『
渥
呉
日
記
」
の
全
体
は
日
記
形
式
で
、
篁
所
が
各
地
を
旅
行
し
て
各
界
の
人
士
を
訪
問
し
た
状
況
が
日
時
順
で
詳
細
に
記
載
さ
れ
る
。（

戸
ｊ
）

本
書
は
清
未
の
上
海
史
・
蘇
州
史
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
日
中
文
化
交
流
の
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
、
す
で
に
陳
が
当
方
面
の
研
究

本
書
は
上
下
二
巻
二
冊
・
計
五
九
葉
で
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
に
京
都
で
活
字
印
刷
さ
れ
た
が
、
現
存
本
は
少
な
い
・
筆
者
ら

（
８
）

は
温
知
堂
矢
数
医
院
の
蔵
書
を
用
い
た
。
な
お
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
も
明
治
二
十
四
年
刊
と
著
録
の
同
書
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、

両
本
の
版
式
・
内
容
・
印
刷
な
ど
に
相
異
は
な
い
・

本
書
に
は
友
人
に
よ
る
以
下
の
序
文
が
前
付
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
菊
池
純
の
「
渥
呉
日
記
序
」
、
韓
中
秋
（
谷
口
藍
田
）
の
「
渥
呉
日
記

送
辞
」
、
高
知
琳
（
峰
見
）
の
「
送
篁
所
君
瀞
支
那
」
、
岡
田
啼
雲
（
可
讓
）
の
「
送
篁
所
君
瀞
支
那
」
、
池
原
謙
（
枳
園
）
の
「
送
篁
所
君
瀞

支
那
」
。
お
よ
び
篁
所
が
日
本
に
帰
国
の
際
、
以
下
の
中
国
知
友
か
ら
送
ら
れ
た
送
別
の
漢
詩
も
付
す
。
す
な
わ
ち
呉
門
の
許
鍔
（
穎
叔
）
、

平
江
の
呉
福
保
、
呉
県
の
蒋
子
賓
（
冥
鼎
）
、
呉
門
の
顧
芙
卿
、
呉
門
の
顧
承
（
駿
叔
）
、
梁
渓
の
銭
惇
（
子
琴
）
な
ど
。
書
末
に
は
張
子
防

の
「
賊
渥
呉
日
記
」
、
韓
中
秋
（
藍
田
）
の
「
題
尼
呉
日
記
」
、
前
掲
し
た
浅
田
栗
園
の
「
読
渥
呉
日
記
呈
篁
所
先
生
」
、
古
越
の
僧
蒙
（
心
泉
）

を
発
表
し
て
い
る
、
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岡
田
篁
所
の
一
行
三
人
は
一
八
七
二
年
二
月
十
三
日
に
長
崎
よ
り
出
航
、
二
日
後
の
十
五
日
正
午
に
上
海
へ
着
岸
し
た
。
そ
し
て
翌
十
六

日
午
後
か
ら
上
海
で
の
活
動
を
開
始
す
る
。
篁
所
は
中
国
で
の
訪
問
先
な
ど
日
程
を
事
前
に
細
か
く
計
画
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
ま
っ
た

く
の
観
光
者
と
し
て
行
く
先
々
で
気
ま
ま
に
見
聞
し
た
。
た
だ
し
開
業
医
や
薬
店
の
看
板
を
見
か
け
た
時
だ
け
は
違
う
。
す
ぐ
に
自
己
紹
介

し
て
入
れ
て
も
ら
い
、
筆
談
を
交
し
て
い
る
。
一
方
、
篁
所
は
か
つ
て
儒
を
学
び
、
さ
ら
に
多
紀
元
堅
（
一
七
九
五
～
一
八
五
七
）
に
入
門

し
て
高
レ
ベ
ル
の
中
国
医
学
を
修
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
か
中
国
の
「
儒
医
」
に
ま
み
え
る
強
い
期
待
を
抱
き
、
ま
た
自
ら
も
一
開
業
医
と

し
て
当
地
の
薬
店
や
開
業
医
に
多
大
な
好
奇
心
を
示
し
た
。

二
月
十
七
日
、
篁
所
は
た
ま
た
ま
「
一
良
済
堂
薬
鋪
」
を
見
か
け
る
と
す
ぐ
に
入
り
、
薬
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
薬
店
の
状
況
を
以

以
上
お
よ
び
本
文
中
の
記
載
か
ら
す
る
と
彼
の
中
国
旅
行
目
的
は
、
「
中
国
文
化
の
一
斑
を
窺
」
い
、
「
文
墨
の
士
に
謁
」
え
、
「
有
徳
の

君
子
に
謁
え
て
大
教
を
請
」
う
こ
と
、
ま
た
「
収
蔵
家
に
問
い
て
古
賢
の
遺
墨
を
観
」
、
「
名
山
に
登
り
て
勝
景
を
探
り
、
佳
き
山
水
を
覧
」

る
の
が
主
だ
っ
た
と
い
え
る
。
同
時
に
手
紙
等
で
相
知
っ
た
中
国
の
友
に
面
会
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

れ
る
。

の
「
同
前
」
、

二
篁
所
が
目
賭
し
た
中
国
の
医
薬
業

一
曲
即
ｑ
）

さ
て
、
篁
所
は
自
ら
を
「
古
玩
書
画
の
鑑
賞
を
以
て
業
と
為
す
者
」
と
い
い
、
本
文
冒
頭
に
も
こ
う
記
す
。

私
は
幼
少
よ
り
中
国
に
一
度
旅
行
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
幕
府
の
禁
で
果
た
せ
ず
、
た
だ
膳
望
す
る
よ
り
な
か
っ
た
。
明
治
維

新
以
来
、
渡
航
の
禁
が
解
除
さ
れ
た
。
そ
こ
で
蘇
州
人
の
湯
約
梅
と
村
人
の
松
浦
永
寿
を
伴
い
、
上
海
に
出
航
し
た
。
こ
の
旅
行
は
上

海
で
銭
子
琴
に
会
い
、
ま
た
蘇
州
・
杭
州
間
を
歴
遊
し
た
い
と
思
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
五
年
壬
申
春
二
月
十
三
日
の

こ
と
で
あ
る
。

菊
池
純
（
三
渓
）
の
「
同
前
」
、
石
津
発
（
灌
園
）
先
生
の
「
賊
語
」
が
あ
り
、
末
尾
に
篁
所
の
子
・
岡
田
景
の
識
語
が
付
さ
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薬
材
は
み
な
精
良
で
あ
る
。
い
か
な
る
丸
散
剤
や
カ
ッ
ト
生
薬
も
客
の
求
め
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
中

国
の
医
者
は
病
人
を
診
察
し
、
診
断
も
記
し
た
処
方
菱
（
医
案
）
を
書
い
て
渡
す
に
す
ぎ
な
い
。
薬
材
は
み
な
患
者
が
薬
店
で
購
入
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
薬
店
た
る
は
商
品
に
遺
漏
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
な
い
物
が
一
点
で
も
あ
れ
ば
恥
と
さ
れ
る
。
も
し
、

し
ば
し
ば
欠
品
が
あ
れ
ば
医
家
は
そ
の
店
を
責
め
、
罰
は
三
日
の
営
業
停
止
と
い
う
。

一
方
、
当
時
の
日
本
で
は
医
者
が
薬
店
か
ら
薬
を
購
入
し
、
そ
れ
を
患
者
に
処
方
・
投
薬
し
て
診
察
料
を
含
め
た
薬
代
を
も
ら
う
の
が
普

通
だ
っ
た
。
金
銭
の
流
れ
か
ら
し
て
、
医
者
の
立
場
が
薬
店
よ
り
弱
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
篁
所
は
前
述
の
見
聞
か
ら
、
中
国
で
は
医
者
の

立
場
が
薬
店
よ
り
強
い
こ
と
を
察
知
し
、
こ
う
記
す
。
「
中
国
の
医
権
は
性
々
に
し
て
こ
の
よ
う
で
、
ま
つ
り
ご
と
の
一
端
を
み
る
に
足
る

（
唐
山
医
権
、
往
々
如
此
。
亦
足
以
観
政
之
一
端
美
）
」
、
と
。
当
文
に
は
両
国
医
療
シ
ス
テ
ム
の
相
異
の
み
な
ら
ず
、
明
治
維
新
で
漢
方
凋
落
の

気
配
を
感
じ
始
め
て
い
た
彼
の
心
情
も
窺
え
な
い
で
は
な
い
。

二
月
十
九
日
、
篁
所
は
街
頭
を
散
歩
し
て
い
て
『
童
昆
玉
「
儒
医
」
方
脈
』
の
看
板
を
見
か
け
、
「
卒
然
と
し
て
門
を
入
」
り
、
以
下
の

（
Ⅱ
）

筆
談
を
行
う
。

｛
Ⅲ
）

ト
の
よ
う
に
記
し
た
。

こ
う
書
き
付
け
た
紙
片
を
示
し
た
。
「
童
先
生
、
私
は
日
本
の
生
ま
れ
で
姓
は
岡
田
、
篁
所
と
号
し
ま
す
。
看
板
を
見
て
訪
ね
る
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
筆
談
に
問
題
な
け
れ
ば
ご
教
示
く
だ
さ
い
」
。
童
氏
は
「
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

篁
。
先
生
の
ご
出
身
と
貴
号
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

童
。
私
の
姓
は
童
、
蒻
裳
と
号
し
、
寧
波
の
出
身
で
す
。

篁
。
寧
波
の
儒
医
で
は
誰
が
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

童
。
私
は
疏
才
浅
学
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
謙
遜
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
（
小
字
の
篁
所
注
で
「
こ
れ
は
童
の
誤
解
」
）
…
。

篁
。
現
在
の
上
海
で
誰
が
高
名
な
儒
医
で
す
か
。
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篁
。
私
が
思
う
に
、
劉
石
庵
の
書
法
は
高
名
で
、
王
夢
楼
・
梁
同
書
・
孫
樹
峰
と
と
も
に
四
大
家
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
彼
の

害
を
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
著
作
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
葉
天
士
は
「
臨
証
指
南
』
以
外
に
著
書
が
あ
り
ま
す
か
。

童
。
彼
に
は
『
疑
証
医
案
』
も
あ
り
、
さ
ら
に
好
い
言
で
す
。
版
木
は
蘇
州
に
あ
る
の
で
す
が
、
世
上
に
見
る
の
は
ま
れ
で
す
。

こ
の
童
昆
玉
と
い
う
開
業
医
は
当
対
話
で
、
現
在
の
高
名
な
医
者
と
し
て
葉
天
士
（
一
六
六
七
～
一
七
四
六
）
、
儒
者
と
し
て
劉
靴
（
一
七

一
九
～
一
八
○
四
。
石
庵
と
号
し
た
）
を
挙
げ
る
。
し
か
し
二
人
と
も
、
筆
談
し
た
時
よ
り
七
十
～
百
年
ほ
ど
以
前
の
人
物
で
あ
る
。
篁
所
は

中
国
の
儒
医
へ
強
い
関
心
が
あ
り
、
当
時
の
高
名
な
儒
医
に
会
い
た
い
と
希
求
し
た
が
、
昆
玉
は
自
ら
の
看
板
に
違
い
、
儒
医
の
意
味
す
ら

理
解
で
き
て
い
な
い
。
結
局
、
篁
所
は
当
部
分
に
小
字
注
を
二
回
加
え
、
童
が
彼
の
質
問
を
誤
解
し
た
と
書
く
し
か
な
か
っ
た
。
な
お
昆
玉

が
い
う
葉
天
士
の
「
疑
証
医
案
』
な
る
書
名
は
中
国
の
各
種
目
録
に
見
出
せ
ず
、
た
だ
各
種
の
『
葉
氏
医
案
』
が
著
録
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

と
こ
ろ
で
儒
医
の
表
現
だ
が
、
お
お
む
ね
中
国
の
宋
代
以
降
に
普
及
し
、
科
挙
で
官
に
就
き
、
退
官
後
に
医
を
趣
味
と
す
る
者
が
自
称
し

た
。
一
方
、
科
挙
試
験
に
受
か
ら
な
い
た
め
、
医
を
行
う
者
が
自
称
す
る
こ
と
も
明
以
降
に
増
え
る
。
む
ろ
ん
前
者
は
き
わ
め
て
希
、
後
者

も
そ
う
多
く
な
い
。
つ
ま
り
一
開
業
医
の
童
氏
か
ら
す
れ
ば
、
た
だ
名
儒
や
名
医
を
知
る
だ
け
で
、
そ
も
そ
も
篁
所
が
言
い
求
め
た
「
儒

医
」
の
真
意
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
以
下
の
例
に
も
同
類
の
問
題
が
見
ら
れ
る
。

二
月
二
十
三
日
の
午
後
、
篁
所
は
街
で
「
徐
福
堂
眼
科
」
の
看
板
を
み
か
け
、
す
ぐ
に
面
会
を
求
め
た
。
し
か
し
主
人
不
在
の
た
め
、
二

、
必
Ｆ

Ｉ
Ｖ

幸
里
一
○
ゞ

＋
９
↓
勺
」
）
Ｏ

醤
王
０

童
。
高
名
な
人
は
仕
官
の
た
め
北
京
に
行
っ
て
し
ま
い
、
上
海
に
留
ま
る
人
の
う
ち
誰
が
高
手
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
そ
の

よ
う
な
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

篁
。
現
在
の
天
下
で
高
名
な
儒
医
の
著
述
や
新
刊
害
を
お
教
え
下
さ
い
・

童
。
医
者
な
ら
蘇
州
の
葉
天
士
、
儒
者
な
ら
劉
塘
が
宰
相
に
な
り
ま
し
た
（
小
字
の
篁
所
注
で
「
堂
は
、
ま
た
今
と
以
前
の
人
を
誤
解
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日
本
な
ど
中
国
周
囲
の
国
や
地
域
は
、
長
期
に
わ
た
り
中
国
医
学
の
影
響
を
受
け
続
け
て
き
た
。
日
本
か
ら
は
造
晴
使
以
降
、
文
人
や
僧

侶
が
中
国
に
留
学
し
、
医
を
学
ぶ
者
も
あ
っ
た
。
し
か
し
島
国
日
本
か
ら
は
渡
海
と
い
う
困
難
が
あ
る
。
鎖
国
か
ら
開
国
に
な
っ
て
も
、
篁

十
五
日
に
ふ
た
た
び
徐
福
堂
を
訪
れ
る
。
そ
の
診
察
室
に
徐
大
椿
（
一
六
九
三
～
一
七
七
二
の
『
医
書
六
種
」
が
あ
る
の
を
見
か
け
た
篁

所
は
、
す
ぐ
に
徐
氏
が
大
椿
の
後
喬
か
と
尋
ね
、
ま
た
蘇
州
・
杭
州
間
の
儒
医
で
高
名
な
人
物
を
教
示
願
い
た
い
と
申
し
出
た
。
と
こ
ろ
が

（
脳
）

徐
福
堂
の
返
答
は
、
ま
た
も
や
篁
所
の
求
め
を
裏
切
っ
た
の
で
あ
る
。

徐
大
椿
は
外
地
の
入
ゆ
え
、
私
と
血
縁
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
今
の
江
蘇
・
湘
江
二
省
で
医
者
を
し
て
い
る
高
儒
な
ど
聞
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
浅
薄
な
人
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
以
降
、
儒
医
に
つ
い
て
篁
所
が
当
地
の
医
家
に
尋
ね
る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
。
た
だ
し
漢
方
医
で
あ
る
彼
は
、
出
会
っ
た
中
国

（
旧
）

医
家
の
臨
床
に
も
あ
る
程
度
興
味
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
述
の
眼
科
医
・
徐
福
堂
と
篁
所
は
こ
う
問
答
し
た
。

篁
。
昨
今
の
西
洋
医
学
は
精
微
で
、
眼
科
が
最
も
精
し
い
と
い
い
ま
す
。
先
生
の
眼
科
の
宗
派
を
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す
か
。

徐
。
世
に
眼
科
の
害
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、
み
な
大
同
小
異
で
す
。
と
く
に
難
し
い
の
が
手
術
で
、
『
医
宗
金
鑑
」
は
そ
れ
を
集
大

成
し
た
書
で
す
。
し
か
し
師
伝
を
受
け
な
い
と
上
手
く
で
き
ま
せ
ん
。
西
洋
の
医
法
を
中
国
人
は
ま
だ
学
ん
で
い
ま
せ
ん
。
私
は
浅
学

で
、
た
だ
師
伝
を
墨
守
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

明
治
維
新
後
、
日
本
の
漢
方
医
は
西
洋
医
学
の
伸
張
に
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
そ
こ
で
篁
所
は
西
洋
医
学
の
伝
入
が
中
国
に
与
え
た
影
響

を
知
り
た
く
、
眼
科
医
の
徐
福
堂
に
西
洋
医
学
で
は
眼
科
が
と
り
わ
け
精
し
い
と
水
を
む
け
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
対
す
る
徐
福
堂
の
返
答
か

ら
す
る
と
、
当
時
の
中
国
で
眼
科
の
開
業
医
は
師
伝
の
学
が
中
心
で
、
ま
だ
西
洋
医
学
の
知
識
を
受
容
し
始
め
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と

が
分
か
る
。

三
中
国
開
業
医
の
海
外
知
識
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所
が
旅
行
し
た
十
九
世
紀
後
半
に
中
国
へ
旅
行
し
た
日
本
人
は
そ
う
多
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、
当
時
の
旅
行
見
聞
録
は
三
○
点
ほ
ど
知
ら
れ

（
川
）

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
篁
所
は
中
国
伝
統
医
学
と
関
係
の
深
い
外
国
人
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例
は
当
時
の
中
国
で
き
わ
め
て
稀
少

（
喝
）

に
違
い
な
く
、
彼
の
訪
問
は
中
国
医
家
の
好
奇
心
も
惹
い
た
。

篁
所
は
蘇
州
に
旅
行
中
の
三
月
二
十
四
口
、
招
か
れ
た
知
人
宅
で
の
宴
席
で
偶
然
、
針
灸
医
の
郭
文
俊
と
出
会
う
。
そ
し
て
郭
氏
は
、
当

時
の
中
国
人
針
灸
医
な
ら
当
然
か
と
思
わ
れ
る
以
下
の
疑
問
を
篁
所
に
尋
ね
た
。
「
貴
国
に
針
灸
は
あ
り
ま
す
か
。
銀
針
を
持
っ
て
き
ま
し

た
か
」
「
貴
国
に
『
銅
人
図
』
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
『
霊
枢
』
「
素
問
」
『
難
経
」
の
書
も
あ
り
ま
す
か
」
「
貴
国
の
「
東
医
宝
鑑
」
は
中
国

（
Ⅲ
）

に
も
あ
り
ま
す
」
「
貴
国
で
医
業
を
し
て
い
る
中
国
人
は
い
ま
す
か
」
、
と
。

（
Ⅳ
）

こ
れ
ら
質
問
の
う
ち
、
日
本
に
針
灸
が
あ
る
か
ど
う
か
の
愚
問
を
篁
所
は
無
視
し
た
が
、
他
に
は
一
々
丁
寧
に
以
下
の
説
明
を
加
え
た
。

私
は
針
術
を
学
ば
な
か
っ
た
の
で
、
（
銀
針
を
）
持
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
わ
が
国
に
は
金
針
も
あ
り
、
銀
針
よ
り
一
層
妙
効
が
あ

り
ま
す
。
わ
が
国
の
針
術
に
も
固
有
の
古
法
が
あ
り
、
こ
こ
三
、
四
十
年
で
は
石
坂
宗
哲
と
い
う
名
医
が
い
て
、
針
灸
の
名
家
と
し
て

西
洋
の
医
者
に
伝
授
し
ま
し
た
。
い
ま
西
洋
で
行
な
わ
れ
て
い
る
針
灸
は
宗
哲
の
系
統
と
い
い
ま
す
。
…

わ
が
国
に
は
固
有
の
医
法
が
あ
っ
て
、
多
く
は
張
仲
景
を
医
宗
と
し
て
い
ま
す
。
『
黄
帝
内
経
』
「
難
経
」
お
よ
び
貴
国
近
代
の
害

で
、
舶
来
し
て
い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
書
で
も
以
前
貴
国
に
あ
っ
た
が
、
い
ま
恐
ら
く
な
い
吉
が
日
本
に
は
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
『
聖
済
総
録
』
で
す
が
、
貴
国
の
最
近
の
刊
本
に
は
欠
本
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
わ
が
国
の
官
庫
に
は
宋
刻
の
完
本
以
降
の
各

版
本
が
あ
り
、
住
々
に
し
て
皆
こ
の
類
で
す
。
欧
陽
公
の
『
日
本
刀
歌
』
も
貴
国
で
散
供
し
た
吉
で
す
が
、
そ
の
百
篇
は
今
な
お
日
本

に
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
で
も
分
か
る
で
し
ょ
う
。
…

「
東
医
宝
鑑
」
は
朝
鮮
の
医
者
が
編
纂
し
た
書
で
、
わ
が
国
の
著
述
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
幕
府
復
刻
版
も
日
本
に
は
あ
り
、
字

句
校
正
が
行
き
と
ど
い
て
い
ま
す
。

以
上
の
う
ち
篁
所
の
言
及
に
は
、
背
景
等
を
い
さ
さ
か
補
足
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ま
た
文
俊
が
日
本
言
と
誤
認
し
た
『
東
医
宝
鑑
」
は
李
氏
朝
鮮
を
代
表
す
る
全
二
五
巻
の
医
学
全
書
。
宣
祖
の
勅
命
に
よ
り
太
医
の
許
竣

（
型
）

が
編
纂
し
、
光
海
君
三
年
（
一
六
一
二
に
成
立
、
同
五
年
（
一
六
一
三
）
に
初
刊
さ
れ
た
。
の
ち
江
戸
幕
府
も
本
書
を
医
官
に
命
じ
て
一

（
卵
）

七
二
四
年
に
校
刊
（
一
七
三
○
・
九
九
年
後
印
）
さ
せ
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
初
の
官
版
医
書
だ
っ
た
。
篁
所
は
以
上
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

（
鋤
）
（
”
）

ま
た
篁
所
が
訪
中
す
る
以
前
の
清
代
で
も
復
刻
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
郭
文
俊
は
本
書
を
中
国
東
方
の
国
の
著
述
と
だ
け
し
か
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
朝
鮮
と
日
本
を
混
乱
し
た
の
に
違
い
な
い
。

日
本
の
伝
統
医
学
や
研
究
業
續
が
中
国
で
認
知
さ
れ
始
め
る
の
は
、
楊
守
敬
が
日
本
で
購
入
し
た
多
紀
氏
父
子
著
述
の
版
木
一
三
種
を
用

（
洲
冥
鋤
）

い
、
『
聿
修
堂
医
学
叢
書
』
と
名
付
け
て
重
印
し
た
光
緒
十
年
二
八
八
四
）
以
降
で
あ
る
。
岸
田
吟
香
（
一
八
三
二
～
一
九
○
五
）
も
上
海

石
坂
宗
哲
（
一
七
七
○
～
一
八
四
一
）
は
幕
末
の
針
灸
医
で
、
多
く
の
門
人
を
擁
し
た
。
西
洋
解
剖
学
も
修
得
し
、
西
洋
・
東
洋
両
医
学

の
欠
点
を
批
判
し
つ
つ
、
独
自
の
観
点
か
ら
東
西
医
学
の
統
合
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
～
一
八
六
六
）
と
交
流
が

（
脂
）

あ
っ
て
日
本
の
針
灸
を
伝
授
し
た
た
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
針
灸
術
を
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
紹
介
す
る
契
機
を
築
い
た
。

他
方
、
篁
所
が
日
本
の
官
庫
（
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
だ
ろ
う
）
に
あ
る
と
誇
っ
た
宋
刻
「
聖
済
総
録
』
（
一
二
一
～
一
八
成
）
の
完
本
三

○
○
巻
）
で
あ
る
が
、
頒
行
前
に
版
木
が
金
軍
に
奪
わ
れ
た
た
め
純
粋
の
宋
版
は
あ
り
え
な
い
。
正
確
に
は
宋
刻
版
木
に
よ
る
元
・
大
徳
四

（
Ⅲ
）

年
（
一
三
○
○
）
印
本
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
宋
刻
版
木
に
よ
る
金
・
大
定
（
二
六
一
～
八
九
）
印
本
も
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
各
国

（
帥
）
（
証
）

の
蔵
耆
に
大
定
本
は
見
出
せ
ず
、
大
徳
本
も
不
全
な
残
欠
本
が
中
国
・
日
本
に
伝
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
”
琴

な
お
江
戸
医
学
館
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
、
大
徳
版
に
基
づ
く
木
活
字
の
完
本
を
出
し
て
お
り
、
東
京
の
内
閣
文
庫
ほ
か
に
現
存

す
る
。
当
版
は
江
戸
医
学
館
が
最
初
に
校
刊
し
た
中
国
の
医
学
全
書
で
、
活
字
の
彫
刻
か
ら
印
行
ま
で
前
後
四
年
を
費
や
す
大
事
業
だ
っ

（
粥
）

た
。
責
任
者
の
一
人
に
多
紀
元
胤
二
七
八
九
～
一
八
二
七
）
が
お
り
、
校
刊
に
参
加
し
た
医
官
ら
は
計
四
一
名
に
お
よ
ぶ
。
元
胤
が
没
し

た
後
、
医
学
館
の
主
宰
と
多
紀
家
の
学
は
弟
の
元
堅
が
担
っ
た
。
篁
所
は
元
堅
門
下
ゆ
え
以
上
の
事
情
を
知
悉
し
て
お
り
、
郭
文
俊
の
質
問

に
上
記
の
返
答
を
し
た
の
だ
っ
た
。
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（
胴
）

に
精
錆
水
の
販
売
所
を
一
八
六
八
年
に
設
置
し
た
が
、
彼
が
上
海
ほ
か
で
著
名
に
な
る
の
は
一
八
七
八
年
以
降
で
あ
る
。
ま
た
上
海
で
開
業

（
抑
）

し
て
医
名
の
高
か
っ
た
日
本
の
漢
方
医
も
い
た
が
、
そ
れ
は
光
緒
十
八
年
（
一
八
九
二
）
よ
り
一
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
広
く

中
国
人
が
日
本
の
諸
学
芸
・
文
化
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
二
十
七
・
二
十
八
年
（
光
緒
二
十
・
二
十
一
、
一
八
九
四
・
九

五
）
の
日
清
戦
争
以
降
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
篁
所
が
訪
中
し
た
一
八
七
二
年
、
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
は
ま
だ
自
大
主
義
に
ひ
た
っ
て
い

た
。
そ
の
中
国
で
日
本
の
伝
統
医
学
や
研
究
業
續
を
知
る
人
は
上
海
で
も
ま
ず
皆
無
に
違
い
な
く
、
一
開
業
医
の
郭
文
俊
が
誤
認
し
た
の
は

当
時
と
し
て
無
理
も
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

篁
所
は
旅
行
中
の
二
ヶ
月
間
、
街
頭
で
見
か
け
た
開
業
医
を
気
ま
ま
に
訪
ね
、
前
述
の
ご
と
く
筆
談
し
て
い
た
。
さ
ら
に
紹
介
さ
れ
た
三

人
の
医
家
と
も
会
い
、
互
い
の
関
心
事
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

彼
が
最
初
に
訪
問
し
た
の
は
、
同
じ
「
医
而
善
画
」
と
い
う
医
家
の
王
済
安
（
名
は
仁
坑
、
平
舟
と
号
す
）
だ
っ
た
。
二
月
二
十
四
日
、

友
人
の
紹
介
で
篁
所
は
済
安
と
面
識
を
得
た
が
、
筆
談
は
残
し
て
い
な
い
。

彼
ら
は
再
会
を
約
し
た
五
日
後
に
筆
談
す
る
。
ま
ず
篁
所
か
ら
質
問
し
た
。
「
先
生
の
医
法
が
教
理
と
す
る
と
こ
ろ
、
お
よ
び
今
日
の
貴

（
訓
）

国
の
医
者
が
学
ぶ
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
如
何
で
す
か
。
ご
教
示
下
さ
い
」
、
と
。

（
犯
）

対
し
て
済
安
は
こ
う
答
え
、
ま
た
尋
ね
た
。

上
古
に
は
黄
帝
の
『
素
問
」
『
霊
枢
』
、
次
は
漢
代
の
張
仲
景
、
そ
し
て
朱
丹
渓
・
李
束
垣
が
あ
り
、
こ
れ
を
大
綱
と
し
ま
す
。
貴
国

で
も
同
様
で
す
か
。
・
・
・
「
千
金
方
」
「
外
台
秘
要
方
」
の
外
に
、
元
代
に
は
劉
河
間
が
あ
り
、
ま
た
本
朝
（
清
）
に
は
葉
天
士
と
酵
生
白

上
古
に
は
黄
帝
の
『
素
問
」

で
も
同
様
で
す
か
。
・
・
・
「
千
今

が
あ
り
、
と
も
に
名
医
で
す
。

済
安
の
返
答
は
基
礎
と
臨
床
、
１

四
中
国
三
医
家
と
の
談
論

ま
た
古
代
か

息
ヨ
時
ま
で
の
代
表
的
医
書
と
医
家
の
概
略
を
説
い
て
お
り
、
確
か
に
当
時
の
中
国
医
家
の
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「
教
理
」
と
「
学
」
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
入
門
者
へ
の
説
明
に
近
い
凡
庸
な
内
容
に
篁
所
は
い
さ
さ
か
気
を

（
郷
）

害
し
、
日
本
の
「
医
法
」
を
こ
う
述
べ
る
。

わ
が
国
に
は
わ
が
国
の
医
法
が
あ
り
、
多
く
の
名
医
を
歴
代
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
主
眼
は
実
際
を
重
ん
じ
、
虚
飾
に
走
ら
な

い
こ
と
で
、
中
国
の
「
所
学
」
と
は
い
さ
さ
か
異
同
が
あ
り
ま
す
。
張
仲
景
の
『
傷
寒
雑
病
論
」
は
大
い
に
有
益
の
害
で
、
そ
の
典
型

で
す
。
『
素
間
」
『
霊
枢
」
の
二
言
に
つ
い
て
は
偽
託
が
半
ば
あ
り
、
疑
い
な
が
ら
学
ぶ
べ
き
で
す
。
一
方
、
『
神
農
本
草
経
』
は
採
る

べ
き
害
で
す
が
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
」
は
博
雑
ゆ
え
却
っ
て
嫌
わ
れ
ま
す
。
こ
の
他
『
八
十
一
難
経
」
『
甲
乙
経
」
『
諸
病
源
候

諭
』
お
よ
び
「
千
金
方
」
『
外
台
秘
要
方
』
、
そ
し
て
明
清
諸
家
に
至
る
医
書
は
ま
さ
に
汗
牛
充
棟
で
、
私
な
ど
が
渉
猟
し
尽
く
せ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
よ
そ
医
た
る
要
務
は
、
病
因
を
探
り
、
病
情
を
知
り
、
用
薬
を
誤
ら
な
い
こ
と
だ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
篁
所
が
、
あ
え
て
済
安
よ
り
詳
し
く
中
国
医
薬
書
を
論
評
し
た
真
意
は
後
述
す
る
。
一
方
、
歴
代
の
名
著
が
「
汗
牛
充
棟

で
、
私
な
ど
が
渉
猟
」
で
き
な
い
と
い
う
の
は
篁
所
の
謙
遜
と
理
解
し
て
い
い
。
し
か
し
、
ヨ
素
問
」
「
霊
枢
」
の
二
書
に
つ
い
て
は
偽
託

が
半
ば
」
『
本
草
綱
目
』
は
博
雑
ゆ
え
却
っ
て
嫌
わ
れ
」
る
と
い
う
の
は
、
と
う
て
い
多
紀
元
堅
門
下
の
発
言
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
当

（
洲
）
（
郷
）

三
害
と
も
に
多
紀
氏
主
宰
の
江
戸
医
学
館
で
講
義
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
。

こ
の
点
と
張
仲
景
の
「
傷
寒
雑
病
論
」
を
筆
頭
に
あ
げ
る
点
か
ら
す
る
と
、
篁
所
の
発
言
は
吉
益
東
洞
二
七
○
二
～
七
三
）
以
降
の
古

方
派
に
合
致
す
る
。
た
だ
し
「
「
神
農
本
草
経
』
は
採
る
べ
き
書
」
と
い
う
点
が
合
致
し
な
い
。
す
る
と
彼
が
古
方
派
に
近
い
見
解
を
述
べ

た
の
は
、
最
も
日
本
的
か
つ
中
国
に
希
な
説
だ
っ
た
か
ら
か
、
そ
の
過
激
性
で
済
安
を
挑
発
し
た
か
っ
た
か
ら
か
、
単
に
日
本
で
当
時
も
主

流
の
説
だ
っ
た
か
ら
か
、
篁
所
自
身
は
元
堅
門
下
な
が
ら
古
方
派
に
も
共
感
を
覚
え
て
い
た
か
ら
か
、
い
ず
れ
と
も
判
然
と
し
な
い
。
恐
ら

く
こ
れ
ら
の
意
図
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
、
そ
う
発
言
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

篁
所
は
以
上
の
発
言
の
後
、
「
た
と
え
ば
貴
朝
（
清
）
の
河
駒
伯
二
五
七
三
～
一
六
一
八
）
・
徐
大
椿
二
六
九
三
～
一
七
一
二
・
陳
修
園

（
妬
）

（
一
七
六
六
～
一
八
三
三
）
の
三
人
は
医
傑
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
私
は
そ
の
卓
識
に
感
服
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
今
回
の
談
論
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を
終
え
た
。
こ
の
よ
う
に
篁
所
が
清
代
の
名
医
を
論
評
し
た
の
に
も
、
あ
る
意
図
が
窺
え
る
。
「
明
渭
諸
家
に
至
る
医
書
は
ま
さ
に
汗
牛
充

棟
で
、
私
な
ど
が
渉
猟
で
き
」
な
い
と
前
述
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
済
安
が
言
及
し
て
も
い
な
い
清
代
名
医
の
河
駒
伯
・
徐
大
椿
・
陳

修
園
を
、
正
し
く
前
期
・
中
期
・
後
期
の
順
に
列
挙
す
る
こ
と
。
三
名
と
も
に
『
傷
寒
雑
病
諭
」
や
『
神
農
本
草
経
』
の
著
名
な
研
究
書
を

著
し
て
い
る
こ
と
。
以
上
よ
り
「
傷
寒
雑
病
諭
」
『
素
問
』
『
霊
枢
」
『
神
農
本
草
経
」
な
ど
の
中
国
医
薬
古
典
の
み
な
ら
ず
、
近
世
の
中
国

医
薬
害
ま
で
も
篁
所
が
熟
知
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
深
意
が
い
か
ほ
ど
済
安
に
伝
わ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
川
舎
国
の
医
者
と
思
っ
て
い
た
篁
所
の
学
識
に
、
少
な
か
ら
ず
喫
驚
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
抑
）

篁
所
が
会
っ
た
第
二
の
医
家
は
楊
淵
だ
っ
た
。
「
中
国
歴
代
医
家
伝
録
』
に
よ
る
と
、
楊
淵
の
字
は
子
安
お
よ
び
寿
山
。
江
蘇
省
の
呉
県

出
身
で
、
富
仁
坊
巷
に
居
を
構
え
て
い
た
。
沈
壽
（
字
は
安
伯
、
平
舟
と
号
し
た
）
の
弟
子
で
、
傷
寒
の
治
療
で
嘉
慶
・
道
光
年
間
（
一
七
九
六
～

一
八
五
○
）
に
医
名
を
馳
せ
、
名
医
の
張
大
儀
と
名
を
争
っ
た
。
著
書
に
『
寿
山
筆
記
』
一
巻
が
あ
る
。

今
回
は
例
外
で
、
楊
淵
が
自
ら
か
ら
篁
所
を
訪
問
し
た
。
日
本
か
ら
来
た
漢
方
医
の
筆
述
す
る
医
論
が
群
医
を
圧
す
る
と
聞
き
お
よ
び
、

大
い
に
憤
愁
を
覚
え
た
た
め
ら
し
い
。
三
月
二
十
三
日
、
楊
淵
は
侍
従
と
と
も
に
憤
然
と
し
て
篁
所
を
来
訪
す
る
。

二
人
は
互
い
に
自
己
紹
介
の
後
、
ま
ず
篁
所
か
ら
彼
の
関
心
事
を
「
貴
邦
の
近
代
医
法
は
ど
の
書
と
誰
を
教
理
と
す
る
か
ご
教
示
下
さ

（
鍋
）

い
」
と
問
う
と
、
楊
淵
は
こ
う
答
え
た
。

医
書
は
汗
牛
充
棟
で
す
が
、
み
な
講
究
す
べ
き
で
、
張
景
岳
・
嶮
嘉
言
・
朱
丹
渓
・
李
束
垣
が
最
も
す
ば
ら
し
い
。
本
朝
（
清
）
の

徐
霊
胎
・
葉
天
士
・
酵
生
白
・
張
瑠
玉
（
マ
マ
、
正
し
く
は
鴉
の
一
宇
あ
る
い
は
路
玉
と
記
す
）
ら
に
も
著
書
が
あ
り
ま
す
。
曹
仁
伯
の

『
琉
球
百
問
一
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
朝
編
纂
の
「
医
宗
金
鑑
」
は
貴
国
に
あ
り
ま
す
か
。
『
束
医
賓
（
マ
マ
、
宝
）
鑑
』
は
通
行
し
て

（
抑
）

こ
れ
を
篁
所
は
讃
え
つ
つ
も
、
違
う
意
見
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

老
先
生
は
博
学
で
す
の
で
談
論
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
言
は
わ
が
国
で
朝
も
夕
も
み
な
講
究
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
『
琉
球

『
琉
球
百
問
」

い
ま
す
か
。
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（
Ⅱ
）

こ
こ
ま
で
談
論
し
て
も
二
人
は
認
識
を
共
有
で
き
な
い
。
そ
こ
で
篁
所
は
さ
ら
に
哺
嘉
言
・
徐
霊
胎
に
話
題
を
転
じ
、
こ
う
記
し
た
。

嶮
嘉
言
に
は
「
寓
意
草
」
「
医
門
法
律
』
等
の
書
が
あ
り
、
こ
の
翁
が
論
じ
る
燥
症
は
古
人
未
発
の
説
で
、
卓
説
と
し
て
い
い
で
し

（
他
）

よ
う
。
徐
霊
胎
の
『
六
書
」
等
は
私
が
若
い
時
に
渉
猟
し
た
も
の
で
す
。
『
六
書
」
中
で
先
生
は
ど
の
書
を
第
一
と
し
ま
す
か
。

（
帽
）

楊
淵
は
や
や
黙
止
し
て
か
ら
ヨ
藺
台
軌
範
」
為
第
こ
と
い
い
、
こ
れ
に
も
篁
所
は
自
説
を
次
の
よ
う
に
開
陳
す
る
。

そ
う
で
は
な
く
、
小
生
は
「
難
経
経
釈
」
を
第
一
と
し
、
『
神
農
本
草
経
（
百
種
録
Ｅ
を
次
と
し
ま
す
。
論
文
な
ら
『
医
学
源
流

論
」
が
第
一
で
す
。
ま
た
『
傷
寒
類
方
」
に
も
卓
識
が
頗
る
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
吉
益
東
洞
と
い
う
者
も
卓
識
の
士
で
、
す
で
に

『
傷
寒
類
方
』
よ
り
十
数
年
前
に
「
類
聚
方
』
と
い
う
書
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
こ
の
害
…
と
徐
氏
の
「
類
方
』
は
ま
さ
に
符
合
し
、

通
じ
合
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
医
者
は
医
術
だ
け
で
医
道
を
言
わ
な
い
た
め
、
西
洋
医
か
ら
潮
笑
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
二
人
の
意
見
は
一
向
に
合
致
を
見
な
い
が
、
篁
所
は
楊
淵
の
学
識
に
す
っ
か
り
敬
服
し
た
口
調
で
、
「
今
夜
、
得
た
こ
と
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
早
く
知
り
合
え
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
」
と
記
し
た
。
楊
淵
も
来
訪
し
た
時
の
憤
然
と
し
た
様
子
か
ら
う
ち

解
け
た
ら
し
く
、
篁
所
と
ま
た
談
論
す
る
希
望
か
ら
か
「
詳
し
く
お
教
え
願
い
た
い
」
「
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
数
害
が
あ
り
ま
す
」
と
述

（
川
〉

も
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
。

さ
ら
に
篁
所
は
特
に
陳
修
園
の
『
南
雅
堂
全
集
」
に
言
及
し
、
本
書
は
「
卓
見
ま
た
少
な
か
ら
ず
」
と
い
う
。
す
る
と
楊
淵
は
反
論
し
、

「
こ
の
書
に
は
偏
見
が
あ
り
、
教
理
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
清
朝
で
は
哺
嘉
言
・
徐
霊
胎
に
発
明
が
も
っ
と
も
あ
り
、
も
つ
と

（
川
一

へ
て
い
る
。

百
問
』
だ
け
は
ま
だ
見
る
に
及
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
汗
牛
充
棟
の
害
は
終
身
を
つ
い
や
し
て
も
読
み
つ
く
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
貴
朝
（
清
）
の
何
苗
伯
・
徐
霊
胎
は
大
変
な
豪
傑
の
医
家
で
す
。
陳
修
園
も
ま
た
近
代
の
英
傑
で
す
。
し
か
し
劉
河
間
・

張
子
和
・
朱
丹
渓
・
李
東
垣
を
張
仲
景
に
比
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
李
仲
梓
に
も
よ
い
説
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
一
、
二
日
か

け
て
も
論
じ
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
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一
方
、
篁
所
は
元
堅
門
下
ら
し
く
、
す
ぐ
に
楊
淵
の
言
及
し
た
『
琉
球
百
問
』
を
書
店
で
購
入
で
き
る
か
尋
ね
た
。
し
か
し
楊
氏
は
「
刊

（
桐
）

本
で
は
あ
る
が
、
遭
難
（
太
平
天
国
の
乱
だ
ろ
う
）
以
来
は
見
か
け
る
の
が
希
に
な
っ
た
」
と
し
か
答
え
て
い
な
い
。
た
し
か
に
当
書
は

清
・
威
豊
九
年
（
一
八
五
九
）
の
刊
だ
が
、
い
ま
上
海
第
二
医
学
院
図
書
館
の
み
に
所
蔵
さ
れ
る
。
の
ち
一
九
一
四
年
と
一
九
一
八
年
の
叢

（
棚
）

書
二
種
中
に
収
載
さ
れ
、
一
九
八
三
年
に
江
蘇
科
技
出
版
社
か
ら
活
字
校
点
本
が
出
た
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
篁
所
は
前
述
し
た
王
済
安
と
の
筆
談
部
分
の
後
に
按
語
を
加
え
、
「
王
済
安
が
私
に
答
え
た
論
を
ひ
そ
か
に
評
す
な
ら
、
ま
っ
た
く

浅
薄
で
あ
る
。
彼
ら
は
わ
が
国
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
人
が
い
る
（
学
芸
・
文
化
が
あ
る
）
の
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
で
私
は
こ

（
岬
）

う
答
え
た
が
、
他
に
言
い
よ
う
も
な
く
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
だ
」
、
と
嘆
い
て
い
る
。
今
回
の
楊
淵
と
の
筆
談
後
で
も
同
様
の
感
想
を

こ
う
記
し
た
。
「
中
国
の
医
者
は
み
な
自
国
の
み
を
知
り
、
他
国
を
知
ら
な
い
。
ゆ
え
に
性
々
に
し
て
（
日
本
に
）
書
物
す
ら
な
い
の
で
は

（
柵
）

と
疑
う
ら
し
い
。
そ
れ
で
私
は
仕
方
な
く
多
言
し
て
し
ま
っ
た
」
、
と
。
こ
れ
は
前
述
の
ご
と
く
、
正
し
く
当
時
の
中
国
の
現
状
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
多
言
を
弄
し
て
理
解
を
得
る
し
か
な
か
っ
た
彼
の
慨
嘆
に
は
、
い
さ
さ
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

篁
所
が
訪
問
し
た
も
う
一
人
の
医
家
は
金
徳
鑑
で
あ
る
。
篁
所
は
長
崎
に
来
て
い
た
金
嘉
穂
と
知
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
祖
父
の
弟
が
徳

鑑
で
、
上
海
の
二
馬
路
で
開
業
し
て
い
る
こ
と
も
聞
き
及
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
蘇
州
旅
行
か
ら
上
海
に
戻
り
、
日
本
に
帰
る
直
前
の
四
月
七

日
・
八
日
、
徳
鑑
と
二
回
面
談
し
た
の
だ
っ
た
。

金
徳
鑑
の
字
は
保
三
、
前
釈
老
人
と
号
し
、
江
蘇
省
元
和
県
の
出
身
。
医
理
に
精
し
く
、
上
海
の
北
部
で
開
業
し
、
山
水
画
に
も
秀
で
て

い
た
。
子
供
の
時
に
ジ
フ
テ
リ
ア
に
罹
り
、
陳
幸
田
の
治
療
で
全
治
し
た
こ
と
か
ら
咽
喉
科
に
潜
心
。
『
霊
枢
』
「
素
問
」
『
難
経
」
の
諸
書

（
卿
）

も
研
究
し
た
。
彼
の
伝
と
著
述
等
は
多
く
の
害
に
載
る
。

初
対
面
の
時
、
二
人
の
話
題
は
古
刻
鼎
帖
書
画
ば
か
り
だ
っ
た
。
保
三
は
彼
の
妻
が
害
し
た
扇
と
菫
文
敏
二
五
五
五
～
一
六
三
ハ
、
明
末

渭
初
の
著
名
な
文
人
・
書
画
家
）
の
画
を
篁
所
に
開
陳
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
ゆ
っ
く
り
と
吟
味
で
き
る
よ
う
篁
所
に
宿
屋
ま
で
持

ち
帰
ら
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
董
文
敏
の
書
画
を
入
手
し
た
が
る
篁
所
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
保
三
の
友
人
が
所
蔵
す
る
文
敏
の
水
墨
山
水
堂
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き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
と
に
篁
所
は
中
国
人
に
請
わ
れ
て
診
療
し
、
そ
の
記
録
七
例
を
本
書
に
遣
し
て
い
た
。
今
で
こ
そ
日
本
の
漢
方
医

が
中
国
で
診
療
す
る
こ
と
は
希
に
あ
る
が
、
清
末
の
当
時
で
は
恐
ら
く
最
初
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
診
療
記
録
と
し
て
も
本
書
が
唯
一
か
と

画
を
、
篁
所
に
譲
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
明
日
き
き
に
行
っ
て
み
る
と
ま
で
述
べ
て
い
た
。

翌
日
、
篁
所
が
そ
れ
ら
を
返
却
す
る
た
め
保
三
を
再
訪
し
た
と
こ
ろ
不
在
だ
っ
た
が
、
篁
所
の
帰
寓
後
に
保
三
か
ら
訪
問
し
て
き
た
。
こ

の
二
度
目
の
面
談
で
二
人
は
医
術
に
つ
い
て
ひ
と
し
き
り
筆
談
す
る
。
そ
の
中
で
篁
所
は
も
っ
ぱ
ら
保
三
に
意
見
を
求
め
、
ま
た
当
地
の
名

医
に
ま
み
え
た
い
と
希
望
し
た
。
そ
れ
に
対
し
保
三
は
蘇
州
の
小
児
科
医
の
呉
慎
先
と
陳
少
霞
、
ま
た
『
喉
科
枕
秘
』
『
十
薬
神
書
」
「
丹
疹

輯
要
」
『
霊
乱
急
方
』
の
四
書
を
自
著
と
し
て
挙
げ
た
。
さ
ら
に
二
人
は
当
四
書
の
版
本
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
が
、
こ
れ
に
つ
い

（
訓
）

て
は
梁
が
す
で
に
考
察
を
報
告
し
た
。
最
後
に
篁
所
は
同
宿
し
て
い
た
同
郷
者
の
客
亭
主
人
（
松
浦
永
寿
か
）
の
一
向
に
治
ら
な
い
咳
嗽
の

診
察
を
保
三
に
請
う
。
保
三
は
一
診
し
て
、
こ
う
戒
め
た
。
「
発
病
時
に
補
う
処
方
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
疾
飲
に
よ
る
病
だ

（
剛
）

か
ら
」
、
と
。
以
上
の
筆
談
か
ら
す
る
と
、
篁
所
は
前
述
し
た
王
済
安
・
楊
淵
よ
り
、
い
っ
そ
う
金
保
三
の
学
識
を
尊
敬
し
た
ら
し
い
。

こ
う
し
た
中
国
人
と
の
交
流
に
お
い
て
、
篁
所
の
言
辞
に
は
常
に
謙
遜
の
態
度
と
高
い
素
養
が
み
え
る
。
ま
た
彼
は
希
望
し
た
回
答
が
得

ら
れ
た
か
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
終
始
恭
し
く
接
し
て
虚
心
に
教
え
を
請
い
、
篤
く
謝
辞
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
「
大
教
に
受
益
し
、
兼

ね
て
諫
徳
に
服
す
。
真
に
銘
す
べ
し
、
真
に
銘
す
べ
し
」
「
今
夜
の
受
益
少
な
か
ら
ず
。
只
だ
相
い
見
え
る
の
晩
き
を
恨
む
」
「
桂
帆
は
即
日

（
認
）

に
在
り
。
受
益
の
久
し
く
能
わ
ざ
る
を
恨
む
」
等
の
言
葉
が
本
書
の
随
所
に
み
え
る
。

ね
て
謙
徳
に
服
す
。
真
に
銘
す
べ
し
、
真
に
銘
す
べ
し
」
云
悪

（
認
）

に
在
り
。
受
益
の
久
し
く
能
わ
ざ
る
を
恨
む
」
等
の
言
葉
が
本

ち
な
み
に
篁
所
は
許
夫
子
と
い
う
中
国
人
と
の
離
別
に
際
し

っ
て
い
る
。
中
国
に
現
存
す
る
当
害
は
刊
本
十
一
点
、
写
本
一

か
も
知
れ
な
い
。

丘

中
国
人
を
診
療

、
多
紀
元
簡
の
「
扁
倉
伝
彙
講
」
（
『
扁
鵲
倉
公
伝
彙
孜
」
の
こ
と
）
一
部
を
讓

（
調
）

点
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
そ
の
中
に
篁
所
の
譲
渡
本
が
あ
る
の
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第
一
例
は
二
月
二
十
一
日
の
こ
と
。
長
崎
か
ら
同
行
し
て
い
た
湯
韻
梅
の
度
重
な
る
催
促
に
よ
り
、
彼
の
知
人
・
鄭
項
華
の
長
男
を
診
察

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
患
者
は
発
病
し
て
五
、
六
年
に
も
な
る
。
い
く
ら
治
療
を
受
け
さ
せ
て
も
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
か
ら
来
た

篁
所
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
て
診
療
を
願
っ
た
と
い
う
。
患
者
宅
に
行
き
、
盛
餐
の
接
待
を
受
け
た
後
に
診
察
し
、
診
断
と
処
方
を
記
し
た
医

（
別
）

案
を
示
す
と
項
華
は
感
謝
し
、
こ
う
記
し
た
。
「
日
本
の
医
法
は
精
良
で
、
四
診
も
と
り
わ
け
親
切
で
し
た
」
、
と
。
の
ち
二
月
二
十
九
日
に

も
再
診
し
、
三
月
七
日
に
篁
所
ら
が
船
遊
び
を
し
た
時
に
は
項
華
か
ら
大
き
な
重
箱
二
つ
の
茶
食
を
差
し
入
れ
ら
れ
、
次
の
感
想
を
記
し
て

い
る
。
「
私
が
項
華
の
子
供
を
診
察
し
て
以
来
、
彼
と
情
交
が
大
い
に
通
じ
た
。
私
が
蘇
州
に
旅
行
す
る
の
も
、
皆
す
べ
て
彼
の
力
に
よ

る
」
。
こ
れ
ら
は
篁
所
の
誇
張
や
虚
構
と
も
思
え
な
い
の
で
、
治
療
結
果
は
か
な
り
よ
か
っ
た
ら
し
い
。

第
二
例
は
蘇
州
に
到
着
し
た
後
の
三
月
十
二
口
の
こ
と
。
前
述
し
た
長
崎
で
知
遇
を
得
た
金
嘉
穂
の
友
人
・
顧
駿
叔
（
字
は
楽
泉
）
か
ら

接
遇
を
受
け
た
後
、
胄
腸
が
悪
く
て
食
欲
も
ほ
と
ん
ど
な
い
虚
弱
体
質
と
の
こ
と
で
診
療
を
請
わ
れ
た
。
そ
こ
で
篁
所
が
腹
診
を
始
め
た
と

こ
ろ
、
そ
ん
な
体
験
の
な
い
楽
泉
は
こ
そ
ば
ゆ
く
て
笑
い
や
ま
な
い
。
つ
い
に
服
の
上
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
が
、
篁
所
は
『
傷
寒

論
」
の
記
載
を
あ
げ
つ
つ
、
腹
診
し
な
け
れ
ば
病
源
を
突
き
と
め
ら
れ
な
い
と
主
張
。
し
か
し
楽
泉
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
診
察
は
後
日
に

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

（
郡
）

第
三
例
は
三
月
十
四
日
の
こ
と
。
腹
水
の
あ
る
楽
泉
の
召
使
い
か
ら
診
察
を
請
わ
れ
た
篁
所
は
「
敦
阜
」
と
診
断
、
原
因
は
飲
食
過
度
の

た
め
消
化
不
良
を
起
こ
し
て
い
る
た
め
と
判
断
し
、
消
化
を
助
け
る
処
方
を
し
た
。
こ
の
診
療
後
に
主
人
の
楽
泉
が
言
う
に
は
、
三
、
四
日

服
薬
し
た
だ
け
で
大
い
に
奏
功
し
、
す
っ
か
り
治
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

第
四
例
は
三
月
一
五
日
の
こ
と
。
呉
雲
軒
と
い
う
道
士
の
弟
子
・
桐
岡
を
診
察
し
、
柴
胡
の
入
っ
て
い
る
処
方
を
書
い
て
渡
し
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
場
に
い
た
顧
左
泉
と
い
う
若
者
が
、
当
地
の
人
間
は
気
質
が
と
て
も
弱
い
の
で
、
発
表
薬
の
柴
胡
を
別
な
薬
味
に
代
え
る
べ
き
で

二
Ｗ
）

は
な
い
か
、
と
い
う
。
そ
こ
で
篁
所
は
経
典
に
基
づ
き
こ
う
反
論
し
た
。

思
わ
れ
る
。
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二
Ｗ
）

こ
れ
で
左
泉
は
同
意
し
、
「
そ
う
で
し
た
、
ま
さ
し
く
先
生
は
貴
国
の
名
医
で
す
。
感
服
し
ま
し
た
」
と
記
し
た
の
だ
っ
た
。

第
五
例
は
三
月
十
六
日
。
顧
左
泉
が
請
う
に
は
、
兄
の
鑑
亭
が
長
患
い
し
て
い
る
紅
斑
症
を
診
療
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
た
だ
し
蘇
州

中
の
い
い
医
者
を
探
し
た
が
、
誰
も
治
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
篁
所
は
「
蘇
州
は
古
く
か
ら
医
林
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
蘇
州
の
医
者

（
冊
）

が
治
せ
な
い
の
を
、
ど
う
し
て
私
ご
と
き
が
治
せ
よ
う
」
と
記
し
、
こ
の
日
は
診
療
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
翌
日
も
朝
食
中
に
左
泉

が
兄
を
同
伴
し
て
き
て
請
う
の
で
、
午
後
し
か
た
な
く
鑑
亭
の
館
に
て
供
応
を
受
け
た
後
に
彼
の
紅
斑
症
を
診
察
し
、
そ
の
医
案
を
渡
し
て

第
六
例
は
三
月
二
十
日
の
こ
と
。
慢
性
の
下
痢
症
を
六
年
も
患
う
顧
永
保
が
診
療
を
求
め
て
き
た
。
篁
所
は
下
痢
の
症
状
、
裏
急
後
重
・

腹
痛
・
脱
肛
等
の
有
無
を
問
診
し
て
か
ら
、
こ
れ
は
久
年
の
瘤
疾
ゆ
え
直
ぐ
に
は
治
せ
な
い
が
、
も
し
投
薬
が
合
え
ば
奏
効
す
る
だ
ろ
う
と

記
し
た
・
が
、
そ
の
夜
は
来
賓
が
と
り
わ
け
多
か
っ
た
理
由
で
、
失
敬
な
が
ら
日
を
改
め
て
詳
診
し
た
い
と
述
べ
、
処
方
は
与
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
結
果
は
本
書
に
記
載
が
な
い
。

（
羽
）

第
七
例
は
同
日
、
第
六
例
の
後
。
顧
左
泉
が
来
て
こ
う
い
う
。

小
生
は
寝
て
い
て
発
病
し
た
の
で
す
が
、
頭
を
枕
に
置
い
て
も
め
ま
い
が
し
て
目
も
く
ら
み
、
頭
痛
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
し
ま

す
。
元
々
か
ら
だ
が
弱
く
、
肝
胄
気
が
不
調
で
、
脱
肛
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
一
昨
日
は
湿
邪
に
よ
り
酸
っ
ぱ
い
胄
液
を
幾
盆
も
嘔
吐
し

ま
し
て
、
以
来
二
日
三
晩
も
穀
粒
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
は
無
理
に
起
き
た
の
で
す
が
、
足
腰
に
力
が
入
り
ま
せ
ん
。

ど
う
も
湿
邪
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
虚
証
な
の
で
し
ょ
う
か
。

い

ス
－

0

柴
胡
は
小
（
マ
マ
、
少
）
陽
経
を
和
解
す
る
薬
で
あ
っ
て
、
発
表
の
薬
で
は
な
い
。
「
神
農
本
草
経
」
が
こ
の
発
表
に
一
言
も
言
及

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
だ
ろ
う
。
柴
胡
の
気
は
軽
く
清
ら
か
で
、
胆
気
を
昇
ら
せ
上
焦
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
は
、
李
東
垣
が

こ
れ
を
補
中
益
気
湯
に
配
剤
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
だ
ろ
う
。
貴
国
で
は
往
々
に
し
て
柴
胡
を
発
表
の
薬
と
し
ま
す
が
、
や
は
り
誤

ｈ
ソ
《
し
１
し
よ
シ
フ
０
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岡
田
篁
所
の
上
海
・
蘇
州
旅
行
記
録
「
渥
呉
日
記
』
は
個
人
的
な
の
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
美
化
や
誇
張
が
個
々
の
表
現
に
含
ま
れ
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
旅
行
当
時
の
日
記
と
持
ち
帰
っ
た
筆
談
録
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
、
虚
飾
や
虚

構
の
存
在
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
面
で
清
末
医
薬
界
の
実
態
を
客
観
的
に
描
写
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
貴
重
な
研
究
史
料
と

し
て
日
中
医
学
交
流
史
の
研
究
に
も
少
な
か
ら
ぬ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
本
書
の
記
録
を
通
し
、
清
末
一
八
八
○
年
代
に
お
け
る
医
薬
業
の
実
況
、
市
井
の
医
家
に
お
け
る
中
国
医
学
知
識
と
国
外
の
中

国
医
学
研
究
へ
の
理
解
レ
ベ
ル
、
お
よ
び
中
国
古
医
籍
の
善
本
が
日
本
に
保
存
・
伝
承
さ
れ
て
い
た
状
況
、
中
国
医
家
や
患
者
と
の
交
流
等

国
医
学
研
究
へ
の
理
解
レ
ベ
ル
、

の
実
際
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
の
七
例
は
い
ず
れ
も
処
方
名
や
処
方
薬
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
著
効
例
・
再
診
例
、
未
治
療
の
難
病
、
ま
た
心
理
療
法

の
応
用
例
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
の
出
来
事
を
客
観
的
か
つ
生
き
生
き
と
描
写
し
、
注
意
深
い
診
療
の
様
子
か
ら
は
篁
所
の
高
い
医
学
知

識
と
豊
富
な
臨
床
経
験
を
窺
う
こ
と
も
で
き
た
。

た
と
え
ば
「
敦
阜
」
病
の
診
断
は
、
中
国
で
も
ご
く
一
部
の
医
家
し
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
篁
所
は
手
掌
を
指
さ
す
が
ご
と
く

に
診
断
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
は
普
通
に
応
用
さ
れ
て
い
る
腹
診
法
が
、
中
国
で
は
一
例
に
お
い
て
「
笑
而
不
止
」
に
よ
り
使
用
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
両
国
の
伝
統
医
学
・
医
療
に
少
な
か
ら
ぬ
相
違
も
あ
る
こ
と
を
、
具
体
的
に
示
す
一
例
で
あ
っ
た
。

こ
れ
へ
篁
所
の
診
断
は
「
才
子
多
病
」
と
い
う
意
を
つ
く
も
の
で
、
さ
ら
に
治
療
方
法
も
雅
趣
あ
ふ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
『
素
問
』
の
上

古
天
真
論
か
ら
一
文
を
引
き
、
「
惜
塘
虚
無
で
あ
れ
ば
病
は
ど
こ
か
ら
来
る
だ
ろ
う
か
、
と
経
典
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
服
用
し
て
下

（
説
）

さ
い
」
、
と
記
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
《
り
に

方
、
岡
田
篁
所
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
医
家
が
当
時
も
中
国
医
学
の
導
入
と
学
習
に
力
を
注
ぎ
、
謙
虚
か
つ
真
剣
に
中
国
人
に
教
え
を
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求
め
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
た
。
中
国
医
学
は
中
国
周
囲
の
国
や
民
族
、
と
り
わ
け
日
本
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
医
学
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
吸
収
と
同
時
に
固
有
の
医
学
体
系
を
確
立
し
て
き
た
が
、
篁
所
に
み
ら
れ
た
実
事
求
是
の
学
問
態

度
は
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
も
示
唆
す
る
も
の
が
多
い
。

文
献
と
注

（
１
）
原
文
は
下
三
七
ウ
「
読
泥
呉
日
記
呈
篁
所
先
生
。
栗
園
浅
田
當
（
「
當
」
と
印
字
さ
れ
る
が
、
宗
伯
の
名
・
惟
附
の
「
常
」
の
誤
植
だ
ろ
う
）

拝
草
。
／
一
朝
得
志
跨
鯨
鼈
。
想
見
当
年
意
気
豪
。
読
罷
浦
篇
深
有
感
。
才
華
満
紙
捲
風
涛
」
。

（
２
）
安
西
安
周
「
明
治
先
哲
医
話
」
四
三
頁
、
東
京
・
竜
吟
社
、
一
九
四
二
年
。

（
３
）
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
貢
復
刻
版
〕
大
日
本
人
名
辞
書
」
（
誰
談
社
学
術
文
庫
）
四
四
六
頁
、
東
京
・
講
談
社
、
一
九
七
四
年
。

（
４
）
竹
岡
友
三
「
医
家
人
名
辞
書
」
二
三
頁
、
京
都
・
南
江
堂
、
一
九
三
一
年
。

（
５
）
矢
数
道
明
・
小
曽
戸
洋
の
報
告
（
「
多
紀
元
堅
門
人
録
」
「
漢
方
の
臨
床
』
四
二
巻
一
○
号
九
四
頁
、
一
九
九
五
年
）
に
は
、
元
堅
へ
の
入
門
が

篁
所
二
十
六
歳
の
弘
化
二
年
二
八
四
五
）
と
あ
る
。
す
る
と
篁
所
が
江
戸
に
着
い
た
後
、
元
堅
に
入
門
す
る
ま
で
一
～
二
年
の
期
間
が
あ
っ
た

ら
し
い
。

（
６
）
原
文
皿

上
梓
」
。

（
７
）
陳
捷

（
８
）
国
立
八

（
９
）
原
文
皿

謝
辞

本
槁
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
ご
蔵
書
の
「
渥
呉
日
記
』
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
矢
数
圭
堂
先
生
と
故
・
矢
数
道
明
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

原
文
は
下
三
八
ウ

陳
捷
「
岡
田
篁
所
の
『
渥
呉
日
記
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
紀
要
』
第
十
一
号
二
三
一
～
二
四
五
頁
、
二
○
○
○
年
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
改
訂
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
上
三
二
○
頁
、
東
京
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
一
九
七
四
年
。

原
文
は
上
一
オ
「
余
自
少
小
、
欲
一
試
唐
山
之
遊
、
以
官
有
禁
而
不
果
、
徒
騰
望
耳
。
維
新
以
来
、
官
禁
解
除
、
於
此
伴
蘇
州
人
湯
諮
梅
、
及

１
家
君
嘗
有
此
著
、
蔵
筐
底
久
美
、
未
肯
示
人
。
智
者
三
渓
菊
池
翁
之
瀧
我
崎
港
也
、
一
見
以
為
佳
著
、
細
下
評
点
、
懲
想
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（
Ｍ
）
言
日
ミ
タ
う
う
『
・
己
８
戸
８
言
言
ｇ
‐
ョ
①
閉
曾
ミ
シ
○
ン
口
両
冨
辰
防
西
シ
ｚ
⑦
国
シ
ミ
豆
菖
呉
昴
邉
．
三
目
に
載
る
（
二
○
○
四
年
七
月
八
日
）
日
本
上

海
史
研
究
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
以
下
の
各
耆
が
あ
る
。
高
杉
晋
作
「
遊
清
五
録
」
（
一
八
六
二
）
、
松
田
屋
伴
吉
「
唐
国
渡
海
日
記
（
千
歳
丸
こ

（
一
八
六
二
）
、
山
口
錫
次
郎
「
黄
浦
誌
』
（
一
八
六
四
）
、
岸
田
吟
香
「
呉
湘
日
記
』
（
一
八
六
六
）
、
高
橋
由
一
『
上
海
日
誌
』
（
一
八
六
七
）
、
安

部
保
太
『
上
海
紀
行
」
（
一
八
六
七
）
、
柳
原
前
光
「
入
清
日
記
」
（
一
八
七
○
）
、
東
本
願
寺
「
東
本
願
寺
上
海
別
院
過
去
帳
」
（
一
八
七
二
）
、
小

栗
栖
師
『
八
州
日
歴
」
（
一
八
七
三
）
、
酒
井
玄
蕃
『
北
清
視
察
日
記
」
（
一
八
七
四
）
、
葛
元
照
『
渥
遊
雑
記
」
二
八
七
五
）
、
藤
堂
蘇
亭
『
上
海

繁
昌
記
」
（
一
八
七
八
）
、
曽
根
虎
俊
「
清
国
各
港
便
覧
」
（
一
八
八
一
）
、
岸
田
吟
香
『
清
国
地
誌
」
二
八
八
二
）
、
曽
根
俊
虎
『
清
国
没
遊
誌
」

（
一
八
八
三
）
、
上
海
商
同
会
『
上
海
商
業
雑
報
」
（
一
八
八
三
）
、
小
室
信
介
『
第
一
遊
清
記
」
二
八
八
四
）
、
岡
千
初
『
観
光
紀
遊
」
二
八
八

五
）
、
岸
田
吟
香
『
上
海
城
廟
租
界
全
図
」
（
一
八
八
六
）
、
楢
原
陳
政
『
禺
城
通
纂
』
（
一
八
八
八
）
、
宮
里
正
静
「
清
国
巡
回
記
事
』
（
一
八
八

八
）
、
岡
田
篁
所
『
厄
呉
日
記
」
（
一
八
九
○
）
、
内
田
定
槌
「
上
海
に
於
け
る
外
国
人
居
留
地
制
度
（
束
邦
叢
書
支
邦
彙
報
）
」
二
八
九
四
）
、
宮

（
岨
）
原
一

（
昭
）
原
一

小
異
。

堂
ご
・

邑
人
松
浦
永
寿
、
将
航
上
海
。
是
瀞
擬
於
上
海
見
銭
子
琴
、
而
歴
遊
蘇
航
（
杭
）
之
間
。
即
明
治
五
年
壬
申
春
二
月
十
有
三
川
也
」
。

（
岨
）
原
文
は
上
三
ウ
ー
四
オ
「
薬
材
皆
精
良
。
凡
丸
散
飲
片
、
皆
応
客
索
而
給
。
蓋
支
那
医
者
、
診
病
人
、
唯
害
医
案
処
方
与
之
耳
。
如
薬
材
、
則

皆
取
之
薬
舗
。
故
為
薬
舗
者
、
収
蔵
無
遺
。
一
物
不
蔵
、
則
薬
舗
之
所
槐
。
若
屈
有
欠
乏
、
則
医
家
責
其
舗
、
罰
以
禁
売
三
川
云
」
。

（
Ⅲ
）
原
文
は
上
五
オ
ー
ウ
「
耆
示
日
。
童
先
生
閣
下
、
弟
也
日
本
生
、
姓
岡
田
、
号
篁
所
。
敢
候
文
旗
、
無
嫌
筆
話
請
教
。
麺
Ｈ
・
何
妨
。
敢
問
先

生
郷
貫
貴
号
（
篁
）
。
弟
姓
童
、
号
蒻
裳
、
寧
波
人
（
童
）
。
寧
波
儒
医
向
名
為
誰
（
篁
）
。
弟
才
疏
、
学
浅
、
先
生
不
必
謙
遜
（
童
誤
解
）
。

。
：
…
…
上
海
現
今
儒
医
、
其
高
名
者
為
誰
（
篁
）
。
高
者
赴
京
求
官
、
留
上
海
者
、
未
知
其
高
手
為
誰
。
恐
無
其
人
突
（
童
）
。
現
今
天
下
高
名
併

医
、
其
著
述
新
刊
、
請
教
（
篁
）
。
医
則
蘇
州
葉
天
士
、
儒
則
劉
塘
官
至
宰
相
。
（
童
又
誤
解
、
問
今
人
、
以
前
人
之
些
々
者
）
。
余
日
。
劉
石
庵
、

書
法
高
名
、
与
王
夢
楼
、
梁
同
書
、
孫
樹
峰
、
有
四
大
家
之
称
。
弟
見
其
耆
、
未
見
其
著
。
葉
天
士
、
臨
証
指
南
一
言
之
外
、
別
有
著
書
否

（
篁
）
。
他
還
有
疑
証
医
案
、
其
害
更
好
。
板
存
蘇
州
、
世
上
牢
見
之
（
童
）
」
。

（
岨
）
原
文
は
上
一
ニ
ウ
～
一
三
オ
「
徐
大
椿
出
外
人
、
然
未
始
別
商
。
現
今
江
湖
二
省
、
鴻
儒
及
医
家
、
未
間
其
人
、
都
是
一
派
浅
浅
耳
」
。

（
昭
）
原
文
は
上
一
三
オ
「
西
洋
晩
（
晩
）
今
医
事
精
博
、
眼
科
最
称
精
。
先
生
眼
科
其
所
宗
、
請
教
（
篁
）
。
眼
科
著
書
、
世
不
乏
其
人
。
皆
大
同

小
異
。
所
難
特
在
手
術
。
医
宗
金
鑑
、
是
集
大
成
之
書
也
。
然
非
師
伝
不
易
能
也
。
西
洋
医
法
、
中
国
人
未
学
之
。
弟
浅
学
僅
守
株
師
伝
耳
（
福
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内
赤
城
『
清
国
事
情
探
検
録
（
一
名
清
国
風
土
記
）
」
（
一
八
九
四
）
、
名
倉
亀
楠
「
金
玉
均
銃
殺
事
件
」
（
一
八
九
四
）
、
高
柳
豊
三
郎
『
清
国
新

開
港
場
商
業
視
察
報
告
書
』
（
一
八
九
六
）
、
永
井
荷
風
「
上
海
紀
行
」
（
一
八
九
八
）
、
内
藤
虎
次
郎
「
燕
山
楚
水
」
二
八
九
八
）
、
西
島
良
爾

「
実
歴
清
国
一
班
」
二
八
九
九
）
）
、
山
本
憲
「
燕
山
楚
水
記
遊
」
二
八
九
九
）
・

（
旧
）
筆
者
ら
の
報
告
で
は
、
一
八
六
六
年
以
降
し
ば
し
ば
上
海
に
渡
っ
て
多
彩
な
活
動
を
し
た
岸
川
吟
香
（
真
柳
誠
・
陳
捷
「
岸
田
吟
香
が
中
国
で

販
売
し
た
日
本
関
連
の
古
医
書
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
二
巻
二
号
一
六
四
～
一
六
五
頁
、
一
九
九
六
年
）
、
昌
平
饗
で
吟
香
と
同
窓
か
つ
一
八

八
四
年
か
ら
上
海
・
杭
州
・
蘇
州
を
旅
行
し
た
岡
千
側
（
真
柳
誠
「
魯
迅
の
エ
ッ
セ
イ
『
皇
漢
医
学
』
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
九

巻
一
号
四
○
～
四
一
頁
、
二
○
○
三
年
）
が
あ
る
。

（
恥
）
原
文
は
下
二
九
オ
「
貴
邦
針
灸
有
無
。
銀
針
帯
来
否
」
、
下
二
九
ウ
「
貴
邦
有
銅
人
図
否
。
及
霊
枢
、
素
問
、
難
経
耆
亦
有
否
」
「
貴
邦
來
医
宝

鑑
、
中
国
亦
有
」
、
下
三
○
オ
「
有
中
国
人
、
在
貴
邦
行
医
者
否
」
。

（
Ⅳ
）
原
文
は
下
二
九
オ
「
弟
未
学
針
術
、
故
不
帯
来
。
我
邦
有
金
針
、
比
之
銀
針
更
妙
。
我
邦
針
術
自
有
古
法
、
先
此
三
四
十
年
、
有
名
医
石
坂
宗

哲
者
、
以
針
灸
名
家
、
伝
法
子
西
洋
国
医
。
西
洋
行
針
灸
、
係
干
宗
哲
之
伝
法
云
」
、
下
二
九
ウ
「
我
邦
自
有
我
邦
之
医
法
、
然
多
以
仲
景
為
医

宗
。
岐
黄
之
内
経
、
越
人
之
難
経
、
以
及
貴
国
近
代
之
害
、
無
不
舶
来
也
。
如
古
害
、
恐
有
中
国
古
有
、
而
今
無
者
。
現
如
聖
済
総
録
一
書
、
貴

邦
近
刻
却
有
欠
本
。
如
我
朝
官
庫
所
蔵
、
自
有
宋
刻
完
本
、
往
々
皆
此
類
也
。
欧
陽
公
日
本
刀
歌
、
逸
書
百
篇
今
尚
存
句
、
可
以
見
也
」
「
東
医

宝
鑑
、
是
朝
鮮
国
医
所
輯
、
非
我
邦
人
著
。
我
邦
亦
有
官
刻
、
字
画
鮮
明
」
。

（
岨
）
間
中
喜
雄
「
石
坂
宗
哲
の
時
代
と
背
景
」
「
漢
方
の
臨
床
』
九
巻
一
○
・
二
号
一
九
三
～
二
一
○
頁
、
一
九
六
二
年
。

（
的
）
多
紀
元
簡
『
医
騰
」
巻
上
、
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
」
一
○
八
所
収
本
七
二
～
七
三
頁
、
東
京
・
名
著
出
版
、
一
九
八
三
年
。
本
書
で
元
簡

は
大
略
こ
う
記
す
。
『
聖
済
総
録
』
は
北
宋
政
府
の
勅
撰
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
宋
史
」
芸
文
志
・
「
通
史
」
芸
文
略
・
「
玉
海
」
・
「
郡
斎
読
書

志
」
・
『
直
斎
害
録
解
題
」
に
未
著
録
で
、
南
宋
の
諸
害
に
も
引
用
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
北
宋
の
版
木
は
彫
板
の
直
後
に
金
軍
に
奪
取
さ
れ
、

そ
れ
は
印
刷
頒
行
以
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
版
木
に
よ
り
元
の
大
徳
四
年
に
印
行
さ
れ
、
当
大
徳
版
の
序
よ
り
金
の
大
定
年
間
す
で
に
同
版
木

で
印
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
、
と
。

（
鋤
）
岡
西
為
人
「
中
国
医
書
本
草
考
』
一
二
頁
、
大
阪
・
南
大
阪
印
刷
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
四
年
。

（
皿
）
小
曽
戸
洋
「
北
宋
代
の
医
薬
害
（
そ
の
二
）
」
『
現
代
東
洋
医
学
」
八
巻
四
号
八
六
～
九
五
頁
、
一
九
八
七
年
。
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（
羽
）
真
柳
誠
。

一
九
九
七
年
。

（
洲
）
真
柳
誠
「
「
仲
景
全
書
』
解
題
」
『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第
一
六
輯
解
説
一
二
～
一
三
頁
、
東
京
・
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
九
二
年
。

（
別
）
原
文
は
上
一
六
オ
「
先
生
医
法
所
宗
、
及
方
今
貴
国
医
士
所
学
、
是
何
法
。
請
教
」
。

（
犯
）
原
文
は
上
一
六
オ
「
上
古
有
黄
帝
素
問
霊
枢
、
次
則
漢
時
張
仲
景
、
再
則
朱
丹
渓
、
李
東
垣
、
此
之
為
大
綱
。
敢
問
貴
国
亦
似
否
」
、
上
一
六

ウ
「
千
金
外
台
之
外
、
元
時
有
劉
河
間
。
又
国
初
有
葉
天
士
、
酵
生
白
、
倶
是
名
医
」
。

（
調
）
原
文
は
上
一
六
オ
ー
ウ
「
我
邦
自
有
吾
邦
医
法
、
歴
代
名
医
輩
出
、
不
乏
其
人
。
務
就
実
際
、
不
趨
虚
飾
、
与
中
国
所
学
梢
有
異
同
。
仲
師
傷

寒
雑
病
諭
、
大
是
有
益
之
害
、
可
為
典
型
也
。
如
素
霊
二
書
、
偽
託
居
半
、
学
者
存
疑
可
也
。
神
農
本
経
却
是
可
取
之
書
、
如
李
時
珍
綱
目
、
却

嫌
其
博
雑
。
其
余
八
十
一
難
、
甲
乙
経
、
病
源
候
論
、
及
千
金
外
台
、
以
至
明
清
諸
家
、
医
書
汗
牛
充
棟
、
我
輩
渉
猟
亦
不
能
及
也
。
凡
為
医
之

要
、
務
在
探
病
源
、
知
病
情
、
而
用
薬
不
誤
耳
」
。

（
型
）
内
閣
文
庫
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
」
二
一
九
頁
、
東
京
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
一
九
五
六
年
。
当
医
学
館
版
の
杉
本
良
序
に
よ
る

と
、
吉
田
宗
桂
は
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
に
二
度
目
の
入
明
を
し
、
四
年
後
の
帰
国
時
に
大
徳
版
を
持
ち
帰
り
、
の
ち
代
々
珍
蔵
し
て
い

た
。
そ
れ
を
江
戸
医
学
館
が
宗
桂
後
十
世
の
子
頴
よ
り
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
借
り
、
医
学
館
を
主
宰
す
る
多
紀
家
の
蔵
本
や
古
写
本
と
校

勘
し
、
同
十
三
年
二
八
一
六
）
に
二
百
部
を
活
字
印
刷
し
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
書
の
完
本
が
再
び
世
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
い
ま
吉
田
家
旧
蔵
本
の
行
方
は
知
れ
な
い
。

（
羽
）
森
潤
三
郎
著
・
日
本
医
史
学
会
校
訂
『
多
紀
氏
の
事
肢
」
二
一
二
～
一
二
七
頁
、
京
都
・
恩
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
。

（
劉
）
三
木
栄
『
朝
鮮
医
書
誌
」
二
四
頁
、
堺
・
三
木
自
家
出
版
、
一
九
六
一
年
。

（
妬
）
福
井
保
『
江
戸
幕
府
刊
行
物
」
八
○
～
八
三
頁
、
東
京
・
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
。

（
恥
）
文
献
（
型
）
、
三
五
九
・
三
八
○
～
三
八
二
頁
。

（
”
）
群
清
録
等
「
全
国
巾
医
図
書
聯
合
目
録
」
七
○
三
頁
、
北
京
・
中
医
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
羽
）
真
柳
誠
「
清
国
末
期
に
お
け
る
日
本
漢
方
医
学
書
籍
の
伝
入
と
変
遷
」
『
矢
数
道
明
先
生
喜
寿
記
念
文
集
』
六
四
六
頁
、
東
京
・
温
知
会
、
一

（
羽
）
真
柳
誠

九
八
三
年
。

「
江
戸
期
渡
来
の
中
国
医
書
と
そ
の
和
刻
」
、
山
田
慶
兒
・
栗
山
茂
久
『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
』
三
三
二
頁
、
京
都
・
忠
文
閣
出
版
、
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（
帽
）
原
文
は
下
二
六
オ
「
弟
川
異
其
撰
、
以
難
経
経
釈
為
第
一
、
神
農
本
草
経
次
之
。
至
其
議
論
文
章
、
以
医
学
源
流
諭
為
第
一
・
傷
寒
類
方
頗
有

卓
識
。
我
邦
吉
益
東
洞
者
、
亦
卓
識
之
士
也
。
先
傷
寒
類
方
十
余
年
、
已
刻
類
聚
方
一
書
。
此
書
：
与
徐
氏
類
方
如
合
符
節
、
可
謂
音
也
。
近
医

講
術
而
不
講
道
者
、
所
以
為
西
洋
医
所
誹
笑
也
」
。

（
“
）
原
文
は
下
二
六
オ
「
今
夜
受
益
不
少
、
只
恨
相
見
之
晩
」
「
細
々
領
教
」
「
有
数
善
請
教
」
。

（
妬
）
原
文
は
下
二
六
ウ
「
雌
系
刻
本
、
遭
難
以
来
已
属
牢
見
」
。

（
妬
）
中
医
研
究
院
・
北
京
図
書
館
『
中
医
図
書
聯
合
目
録
」
六
八
二
頁
、
北
京
・
北
京
図
書
館
、
一
九
六
一
年
。

（
鞭
）
原
文
は
上
一
六
ウ
「
篁
窃
評
王
済
安
答
余
之
諭
、
浅
浅
凡
凡
耳
。
彼
若
知
有
我
国
、
而
不
知
有
人
国
者
。
故
我
以
此
答
之
。
我
豈
好
弁
哉
。
余

（
鈍
）
川
瀬
一
馬
「
御
目
見
医
師
講
義
聴
聞
踏
寿
館
出
席
留
」
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
」
五
一
六
～
五
三
九
頁
、
東
京
・
講
談
社
（
一
九
七
二
。

（
弱
）
町
泉
寿
朗
「
医
学
館
の
軌
跡
ｌ
考
証
医
学
の
拠
点
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」
『
杏
雨
』
七
号
四
九
～
五
八
頁
、
二
○
○
四
年
。

（
粥
）
原
文
は
上
一
六
ウ
「
貴
朝
如
何
駒
仙
、
徐
大
椿
、
陳
修
園
三
子
者
、
可
謂
医
傑
芙
。
余
常
服
其
卓
識
」
。

（
師
）
何
時
希
「
中
国
歴
代
医
家
伝
録
」
下
一
四
頁
、
北
京
・
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
鵠
）
原
文
は
下
二
五
オ
ー
ウ
「
貴
邦
近
代
医
法
、
以
何
等
之
害
、
及
何
人
為
宗
乎
。
請
教
」
「
医
書
汗
牛
充
棟
、
皆
可
講
究
。
惟
張
景
岳
、
嶮
嘉
言
、

朱
丹
渓
、
李
東
垣
、
乃
其
最
著
者
。
本
朝
徐
霊
胎
、
葉
天
士
、
酵
生
白
、
張
珊
玉
等
、
各
有
著
書
。
曹
仁
伯
先
生
有
琉
球
百
問
。
再
国
朝
医
宗
金

鑑
、
未
識
貴
処
可
有
否
。
束
医
賓
鑑
未
識
通
行
否
」
。

（
鋤
）
原
文
は
下
二
五
ウ
「
老
先
生
博
学
可
共
談
也
。
我
邦
此
等
之
耆
、
朝
夕
皆
所
講
究
也
。
但
琉
球
百
問
、
未
見
及
。
所
謂
汗
牛
充
棟
之
書
、
雛
終

身
不
能
読
尽
也
。
貴
朝
如
何
約
伯
、
徐
霊
胎
、
卓
々
豪
傑
之
医
也
。
陳
修
園
、
亦
近
代
之
英
傑
。
劉
張
朱
李
、
以
張
当
仲
景
非
也
。
李
仲
梓
自
有

其
説
、
詰
益
一
二
日
不
能
論
尽
也
」
。

（
伽
）
原
文
は
下
二
五
ウ
「
此
害
未
免
偏
見
、
或
未
可
宗
。
国
朝
以
哺
嘉
言
、
徐
霊
胎
、
為
最
発
明
最
当
」
。

（
判
）
原
文
は
下
二
五
ウ
ー
二
六
オ
「
哺
嘉
言
、
有
寓
意
草
、
医
門
法
律
等
書
。
此
翁
論
燥
症
、
是
古
人
未
発
之
説
、
可
訓
卓
説
也
。
徐
氏
六
書
等
、

弟
少
時
得
渉
猟
。
六
書
中
先
生
以
何
害
為
第
こ
。

（
蛇
）
通
称
『
徐
氏
医
諜
六
種
』
の
こ
と
。
徐
霊
胎
の
『
難
経
経
釈
』
『
神
農
本
草
経
百
種
録
』
『
医
貫
』
『
閥
台
軌
範
」
『
医
学
源
流
論
』
「
傷
寒
類
方
』

か
ら
成
る
叢
書
。
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不
得
已
也
」
。

（
蛤
）
原
文
は
下
二
六
ウ

（
⑱
）
「
清
史
槁
芸
文
誌
」

「
海
上
墨
林
」
な
ど
。

、
川
口
Ｌ

（
閉
）
原
文
は
下
一
○
ウ
・
ニ
オ
「
蘇
州
自
古
有
医
林
之
称
。
呉
医
不
能
医
者
、
我
輩
安
能
得
医
之
」
。

（
弱
）
原
文
は
下
二
○
ウ
「
弟
適
臥
床
発
病
、
侍
枕
一
観
、
墨
花
生
動
、
覚
頭
痛
頓
軽
也
。
弟
身
子
素
弱
、
肝
胃
気
不
調
、
兼
有
脱
肛
諸
症
。
前
日
為

湿
所
困
、
嘔
吐
酸
水
、
幾
至
盈
盆
。
不
能
進
粒
殺
者
両
昼
三
夜
。
今
日
強
起
、
腰
脚
甚
軟
、
想
是
余
湿
未
清
、
抑
是
虚
像
耶
」
「
経
日
、
括
禮
虚

無
、
病
安
従
来
。
諸
先
生
服
此
語
可
也
」
。

（
梁
永
胄
言
北
京
中
医
薬
大
学
医
史
文
献
教
研
室
、
真
柳
誠
岬
茨
城
大
学
人
文
学
部
）

＊
本
稿
は
平
成
一
六
年
度
文
部
科
学
省
科
研
Ｗ
特
定
領
域
研
究
（
２
）
「
束
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
薬
書
の
流
通
と
相
互
影
響
」
に
よ
る
。

（
研
）
原
文
は
下
一
○
オ
「
柴
胡
是
小
陽
経
和
解
之
薬
、
非
発
表
之
薬
也
。
神
農
本
経
、
無
一
語
及
其
発
表
、
可
以
見
也
。
柴
胡
軽
清
升
達
胆
気
、
李

束
垣
以
此
味
入
補
中
益
気
湯
中
、
亦
可
見
也
。
貴
邦
人
、
往
々
以
此
味
為
発
表
之
薬
者
、
豈
非
誤
者
耶
」
「
然
也
、
信
先
生
為
貴
邦
国
手
也
。
侃

（
別
）
原
文
は
上
セ
ウ
「
日
本
筈
法
精
良
、
四
診
之
法
、
亦
親
切
著
明
」
。

（
弱
）
原
文
は
上
二
○
オ
「
自
余
診
其
長
子
之
病
、
爾
來
大
通
情
交
。
余
之
瀞
蘇
州
也
、
百
事
皆
項
華
之
力
」
。

（
開
）
「
敦
阜
」
は
迎
気
論
用
語
で
、
五
運
主
歳
の
う
ち
土
運
の
太
過
を
い
う
。
中
国
医
学
古
典
で
は
『
素
問
』
五
常
政
大
諭
篇
第
七
十
に
の
み
、

「
帝
日
、
太
過
何
謂
。
岐
伯
日
、
木
日
発
生
、
火
日
赫
嶬
、
土
日
敦
阜
、
金
日
堅
成
、
水
日
流
術
」
「
敦
阜
之
紀
、
是
謂
広
化
。
厚
徳
渭
静
順
長
以

（
粥
）

（
別
）

（
別
）

（
魂
）

R
0

盈
、
．
：
」
の
記
戦
が
あ
る
。

梁
永
宣
「
清
末
金
徳
鑑
岸

原
文
は
下
三
六
ウ
「
発
僖

原
文
は
「
大
教
受
益
、
坐

文
献
（
妬
）
、
六
九
七
頁
。

‐
清
未
金
徳
鑑
与
日
本
岡
田
篁
所
的
学
術
交
流
」
『
中
華
医
史
雑
誌
』
三
四
巻
三
期
一
八
四
～
一
八
六
頁
、
二
○
○
四
年
。

‐
三
六
ウ
「
発
病
時
切
不
宜
補
方
、
是
疾
飲
為
病
也
」
。

‐
大
教
受
益
、
兼
服
謙
徳
、
真
銘
真
銘
」
「
今
夜
受
益
不
少
、
只
恨
相
見
之
晩
」
「
桂
帆
在
即
日
、
恨
受
益
之
不
能
久
」
。

「
按
彼
邦
医
人
、
皆
知
有
我
邦
、
而
不
知
有
他
邦
。
故
往
々
似
以
書
冊
有
無
為
疑
者
。
余
故
倣
佃
多
言
者
、
出
干
不
得
已
」
。

「
中
国
医
学
大
成
総
目
提
要
』
亘
〈
県
誌
』
「
中
国
歴
代
医
家
伝
録
』
『
中
医
人
物
辞
典
』
「
中
医
人
名
辞
典
」
「
芥
子
園
画
譜
」
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JapanesemedicaldoctorOkadaKousho,wholivedinNagasaki,traveledaroundShanghai

andSuzhoufromFebruarytoAprilinl872・AftercomingbacktoJapan,hewrotethe

@{KoGoNikki(ShanghaiSuzhouTravelDiary)''basedonthistravelrecords.Thisarticle

trulyandobjectivelysummarizedhisexperienceoftheChinesemedicinew()rldinthelast

partoftheQingdynasty,anditprovidesusvaluablematerialforstudyingthehistoryof

ChinesemedicineandthemedicalexchangebetweenChinaandJapan.
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